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質問窓口メールアドレ

ス

認定質問窓口（ホーム

ページで受付・回答）

受付時期 ４月１日～６月３０日 １０月１日～１２月３１日

自治体数 １７２ヶ所 １４７ヶ所

件 数 ７８３件 ５７０件 （内、「特記事項の適切な記載」がポイ
ントとなる質問が２８２件（４９．５％））

認定質問窓口に寄せられた問い合わせ等について

○ 要介護認定方法の見直しに係る問い合わせ等に関する質問窓口メールアドレスを３月１９日に開設したが、１０月１日か
らは、より迅速な回答を行うことを目的に、ホームページ上で質問及び回答できるようにした。

○ 開設後の質問受付状況は、４月以降の３ヶ月間の数の推移に比べて、改訂版テキストの使用が開始された１０月以降は
問い合わせの数が減少傾向となった。

○ １０月～１２月の問い合わせ件数のうち、特記事項の適切な記載がポイントとなる内容についての質問が、約半数を占め
た（５７０件中２８２件）。

○問い合わせ数の推移

改訂テキスト
の使用開始

改訂テキスト
の配布
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質問窓口に寄せられた質問件数の推移（参考）

１



実際の介護の手間を、選択肢の選択によって反映することができない場合の質問（３０件）

実際の介助が、選択肢の選択基準に含まれているかどうかについての質問（２５２件）

特記事項の適切な記載がポイントとなる質問の例

質問例③

「幻視・幻聴」によって、「部屋の隅に人がいる」、「山の向こうから、（死んだはずの）夫が降りてくる」等、と発言し
ているが、どの項目で調査すればよいのか。

質問例④

尿とりパットをもったいないとの理由で小さく切って何回かに分けて使うことにより、衣服まで汚したり部屋の周囲
まで汚染する「不潔行為」を続ける場合は、どの項目で調査すればよいのか。

質問例②
２－４「食事摂取」について

基準では、食事中に「常時」見守りを行っている場合に「見守り」を選択することとなっているが、１回の食事の最
中にところどころ声かけ見守りをしている場合のように、「見守り」の基準に含まれているかどうかの判断に難しい
場合でも、「見守り」を選択してよいか。

質問例①
１－１０「洗身」について

洗身行為自体は介助が行われていないが洗身時の転倒防止のため見守っている場合、見守り目的が調査項目
の定義に記載される行為の見守り（洗身がきちんとできているかの見守り）でない場合でも、「見守り」を選択して良
いか。

回答

基準に従って「介助されていない」を選択するが、特記事項に、実際に行われている介護の手間につい
て記載する。

類似する項目又は関連する調査項目（例えば、③であれば「作話」、④であれば「自分勝手に行動する」
など）の特記事項や、認知症高齢者の日常生活自立度の特記事項に、具体的な介護の手間の内容と
頻度を記載する。

回答

２
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